
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
将
来
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
で
き
る

だ
け
合
併
特
例
債
な
ど
の
有
利
な
財
源
を

活
用
し
つ
つ
、
今
後
10
年
間
の
整
備
方
針

を
定
め
た
「
公
民
館
整
備
10
カ
年
計
画
」

を
推
進
し
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡
充

　

子
育
て
充
実
に
よ
る
次
世
代
に
続
く
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
就
学
前
ま
で

の
医
療
費
完
全
無
料
化
、
小
学
１
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
入
院
医
療
費
無
料

化
に
加
え
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
通
院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
の
実
施
を
見
込
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
中
学
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
完
全
無
料

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、本
市
の
将
来
像
を
掲
げ
た
「
第

二
次
総
合
計
画
」
始
動
の
年
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
計
画
の
基
本
構
想
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
を
「
市
民
一
人
ひ
と
り
の
し
あ

わ
せ
づ
く
り
の
応
援
」
と
し
、
第
一
次
総
合

計
画
で
の
「
四
国
の
ま
ん
な
か　

人
が
ま
ん

な
か
」
と
い
う
将
来
都
市
像
を
継
承
し
た
う

え
で
、「
人
を
結
ぶ　

心
を
結
ぶ　

あ
っ
た
か

協
働
都
市
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
で
は
地
方
が
成
長
す
る
力
を
取

り
戻
し
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少
を
克
服
す

る
た
め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部

が
設
置
さ
れ
、昨
年
12
月
末
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
年
２

月
に
「
四
国
中
央
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
早
速
、
地
方
創

生
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
平
成
27
年
度
末
を
め
ど
に
、「
地
方
版

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市

で
は
、
同
時
期
に
第
二
次
総
合
計
画
を
策
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
次
総
合
計
画
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
連
動
さ
せ
、
行
財
政

改
革
も
併
せ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
長
く
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
教
育

委
員
会
制
度
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
法
律
改
正
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
「
総
合
教
育
会
議
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
市
に
お
い
て
も
早
期
に
開

催
し
、「
教
育
に
関
す
る
大
綱
」
を
定
め
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
度
特
に
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
施
策
に
つ
い
て
は
６
つ
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
と
し
て
「
新
庁
舎
建
設
事
業
」、

２
点
目
に
「
市
民
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業
」、

３
点
目
に
「
川
之
江
地
区
整
備
事
業
」、
４
点

目
に
「
公
民
館
整
備
」、
５
点
目
に
「
こ
ど
も

医
療
費
無
料
化
の
拡
充
」、
６
点
目
に
「
国
民

体
育
大
会
開
催
準
備
」、
こ
れ
ら
の
６
つ
の
施

策
に
つ
い
て
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

※
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
参
照

　

最
後
に
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
懸
案
事
項
に

つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
、
地
域
医
療
の
再
生
に

関
し
ま
し
て
は
、
四
国
中
央
病
院
と
三
島
医
療

セ
ン
タ
ー
の
両
病
院
を
統
合
し
た
新
病
院
の
早

期
建
設
に
向
け
、
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の

支
援
を
、
公
立
学
校
共
済
組
合
に
対
し
て
行
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
皇
ト
ン
ネ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
官
民
あ
げ
て
積
極
的
に
要
望
活
動

を
行
い
、
嶺
南
地
域
住
民
の
長
年
の
悲
願
で
あ

り
ま
す
新
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　

以
上
、
よ
り
あ
っ
た
か
な
市
政
発
展
の
た

め
、
将
来
を
見
据
え
た
市
政
の
舵
取
り
を
、

引
き
続
き
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
も
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
次
総
合
計
画
「
始
動
の
年
」

市
長　

篠
原　

実

新
庁
舎
建
設
事
業

　

既
存
の
本
庁
舎
は
、
完
成
後
41
年
が
経

過
し
、
建
物
本
体
や
設
備
の
老
朽
化
、
耐

震
性
に
問
題
が
あ
る
な
ど
の
課
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
８
月
策
定
の
基
本
構
想
に
基

づ
き
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
財
政
上
有

利
な
合
併
特
例
債
を
活
用
で
き
る
、
平
成

31
年
度
末
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業

　

３
６
５
日
に
ぎ
わ
う
文
化
拠
点
と
し

て
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
改
め
て
年
度
内
に
施
設
の
基

本
・
実
施
設
計
を
完
了
し
、
早
期
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

川
之
江
地
区
整
備
事
業

　
「
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る　

住
み
続
け

た
い
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
会
館
川
之

江
会
館
の
跡
地
を
川
之
江
地
区
の
地
域
活
性

化
の
中
心
拠
点
と
位
置
づ
け
、
交
流
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
都
市
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
川
之
江

公
民
館
、
川
之
江
児
童
館
及
び
川
之
江
老
人

憩
い
の
家
な
ど
を
集
約
し
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
と
児

童
館
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
に
ぎ
わ
い
広
場

と
し
て
栄
町
第
２
駐
車
場
と
一
体
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
発
信
拠
点
と
し
て
、

か
わ
の
え
高
原
ふ
る
さ
と
館
の
収
蔵
機
能
と

展
示
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

公
民
館
整
備

　

生
涯
学
習
拠
点
で
あ
る
公
民
館
整
備

は
、
市
内
23
か
所
の
公
民
館
の
内
、
７
割

以
上
が
昭
和
の
時
の
建
設
で
あ
り
、
老
朽

化
の
著
し
い
建
物
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

先
に
行
っ
た
耐
震
診
断
で
は
、
対
象
12

館
中
７
館
が
強
度
不
足
と
診
断
さ
れ
る
と

と
も
に
、
施
設
や
設
備
の
改
修
や
修
繕
が

国
民
体
育
大
会
開
催
準
備

　

２
０
１
７
年
に
開
催
さ
れ
る
第
72
回
国
民

体
育
大
会
「
愛え

が
お顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」
は
、

開
催
ま
で
あ
と
９
０
０
日
余
り
と
な
り
ま
し

た
。
大
会
の
成
功
に
は
行
政
だ
け
で
な
く
、

市
民
総
参
加
で
の
取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠

と
な
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
内

各
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
広
報
啓

発
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

市
全
体
で
開
催
機
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
行
わ
れ
る
競
技
種
目
の
運

営
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
川
之
江
浜
公
園

野
球
場
及
び
周
辺
駐
車
場
、
伊
予
三
島
運
動

公
園
体
育
館
、
ス
カ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
富
郷
な

ど
の
施
設
整
備
を
今
年
度
か
ら
実
施
し
、
国

体
開
催
後
も
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
競
技
力
向
上
を
図
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
と
と
も

に
、
宿
泊
施
設
の
充
足
対
策
、
市
民
協
働

運
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
内
全
地
域
の

公
民
館
を
拠
点
と
し
た
国
体
協
力
会
を
組
織

し
、
開
催
ま
で
の
準
備
を
市
民
と
一
体
と

な
っ
て
進
め
ま
す
。

６
つ
の
重
要
施
策

四
国
の
ま
ん
な
か　

人
が
ま
ん
な
か

人
を
結
ぶ　

心
を
結
ぶ　

あ
っ
た
か
協
働
都
市
を
目
指
し
て



■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　

今
年
度
施
行
さ
れ
る
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
き
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段

階
の
自
立
支
援
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
生

活
困
窮
者
に
対
し
、
自
立
相
談
支
援
事
業
、

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

■
修
学
旅
行
バ
ス
料
金
補
助
金

　

新
た
な
貸
切
バ
ス
運
賃
制
度
に
よ
り
、
積

立
時
に
予
期
で
き
な
か
っ
た
修
学
旅
行
費
の

増
額
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
経
過
処
置

と
し
て
市
内
の
小
・
中
学
校
に
対
し
、
値
上

が
り
分
の
半
額
を
県
と
市
が
補
助
し
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
小
・
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　

平
成
22
年
度
よ
り
順
次
耐
震
補
強
ま
た
は

改
築
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
は
、
上
分
小

学
校
・
金
生
第
一
小
学
校
・
三
島
小
学
校
・

寒
川
小
学
校
・
豊
岡
小
学
校
・
長
津
小
学
校
・

小
富
士
小
学
校
の
校
舎
補
強
工
事
と
、
川
之

江
南
中
学
校
・
三
島
西
中
学
校
の
体
育
館
補

強
工
事
、
中
之
庄
小
学
校
・
寒
川
小
学
校
の

体
育
館
吊
り
天
井
撤
去
工
事
、
新
宮
小
中
学

校
の
校
舎
・
体
育
館
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
Ｃ
Ｉ
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
）
関
連
事
業

　

本
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
こ

ち
ゅ
～
」
を
か
た
ど
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
や
ぬ
い
ぐ
る
み
を
製
作

し
、
市
内
外
へ
の
本
市
の

魅
力
の
発
信
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｒ

活
動
に
活
用
し
ま
す
。

■有害鳥獣被害防止対策事業　■有害鳥獣対策事業　■浄化槽設置整備事業　■クリーンセンター整備事業
■紙のまち資料館整備事業　■景観計画策定事業　■立地適正化計画策定事業　■狭あい道路拡幅整備事業
■社会資本整備総合交付金事業　■公営住宅整備事業　■地域防災力向上事業　■常備消防施設整備事業
■県総合防災訓練実施事業　■ボランティア支援事業　■土居福祉センター整備事業　■施設型給付事業　
■地域子育て支援拠点事業　■保育園整備事業　■紙のまちの子育て応援乳児紙おむつ支給事業　
■地域生活支援事業　■障害者福祉施設整備事業　■園庭・校庭等芝生化事業　■学力向上支援事業　
■修学旅行リフト付きバス補助金　■公共施設等総合管理計画策定事業　■情報システム構築事業　など

●あったかな四国中央市にするため、他にもさまざまな事業を行います

　

今
年
度
は
、
二ふ

た
な名
漁
港
ほ
か
１
漁
港
の
護

岸
改
良
工
事
実
施
設
計
、
豊
岡
漁
港
ほ
か
２

漁
港
の
護
岸
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
伊
予
三
島
駅
南
口
駐
輪
場
整
備
事
業

　

三
島
地
区
に
お
け
る
中
心
市
街
地
南
側
玄

関
口
と
し
て
の
環
境
を
整
え
、
に
ぎ
わ
い
の

創
出
、
駅
利
用
者
な
ど
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
三
島
駅
南
口
に
駐
輪
場

を
整
備
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
物
件
調
査
、
実
施
設
計
を
行

い
、
早
期
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

■
地
域
再
生
基
盤
強
化
交
付
金
事
業

　

国
の
交
付
金
（
50
％
補
助
）
を
受
け
、
市

道
大
倉
東
線
（
延
長
３
１
０
㍍
、
幅
９
・

２
５
㍍
）
の
道
路
改
良
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
改
良
工
事
と
用
地
買
収
・
物

件
補
償
を
行
い
ま
す
。

■
避
難
対
策
支
援
強
化
事
業

　

災
害
発
生
時
、
緊
急
に
必
要
と
な
る
資
機

材
を
保
管
す
る
た
め
の
防
災
倉
庫
や
移
動
式

非
常
用
発
電
機
、
簡
易
ト
イ
レ
、
投
光
器
な

ど
を
整
備
し
、
避
難
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
寒
川
小
学
校
な
ど
14
か
所
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
ま
で
に
、

避
難
所
と
な
る
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
園
、
公
民
館
、
集
会

所
な
ど
に
順
次
整
備
し

ま
す
。

■
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
補
助
事
業

　

国
の
補
助
金
制
度
は
平
成
26
年
度
を
も
っ

て
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
単
独
で
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対

し
１
㌔
ワ
ッ
ト
あ
た
り

１
万
５
千
円(

上
限
４
㌔

ワ
ッ
ト
）
の
補
助
を
継
続

し
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
す

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
霧
の
森
整
備
事
業

　

駐
車
場
と
霧
の
森
施
設
を
つ
な
ぐ
人
道
橋

（
玉
水
橋
）
は
、
開
通
か
ら
18
年
が
経
過
し

て
お
り
、
平
成
26
年
度
実
施
の
点
検
・
設
計

の
結
果
を
受
け
、
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の

補
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
水
利
施
設
整
備
事
業

　

塩
害
に
よ
る
老
朽
が
激
し
く
、
近
年
、
故

障
が
頻
繁
に
発
生
し
始
め
て
い
る
蕪
崎
・
藤

原
・
八
日
市
排
水
機
場
に
つ
い
て
、
豪
雨
や

台
風
に
備
え
て
不
備
な
く
ポ
ン
プ
が
稼
動
で

き
る
よ
う
、
施
設
更
新
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
蕪
崎
排
水
機
場
の
機
能
保
全

計
画
策
定
及
び
藤
原
地
区
の
基
礎
調
査
を
行

い
ま
す
。

■
漁
港
海
岸
整
備
事
業

　

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
を
活
用
し

て
、
建
設
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し
た
漁
港

海
岸
施
設
の
機
能
保
全
レ
ベ
ル
の
健
全
な
水

準
を
確
保
す
る
た
め
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
事
業


